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という解説がある。千引が一世紀近くも前の『栄花物語考』をあえて「難註」 対象とした理由は明らかではな が、叙上のよ に広く流布していた『栄花物語考』 影響力の大き に、それに否定的な立場から危惧を抱いて ことではなかったかと推察され 『栄花物語考難註』は、松村博司氏が、
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花物語』の全注釈を初めて試みた人物であったことになる。 『大鏡短観抄』巻首の自序には、 『栄花物語考難註』の自跋と同じ「文化七年午のとしやよひ」という年月の記載があり、 栄花物語 は『栄花物語考難註』に先立って成立していたものと推定される。史上初の『栄花 語』の全注釈という偉業を成し遂げた千引の『栄花物語』観を伝えるほぼ唯一の資料であるという点でも、 『栄花物語考難註 高い価値を有しているのである。
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すみや書房、一九六八年）に拠る。
 
（
7） 『大石千引之伝』は千引の門人天野政徳の著作で、 『古学小伝』の著者清宮
せいみや
秀堅が政徳を訪ねて譲られ、それを
香取神宮の禰宜伊藤泰蔵が書写して和田英松に贈ったというが、現存不明。和田英松補『
増註日中行事略解』 （明
治書院、一九〇三年）に校訂本文が付載されている。
 
（
8） 『大石千引之伝』では四十巻とされている『栄花物語抄』の巻数が『野乃舎随筆』 『日中行事略解』の巻末広告
では四十一巻となっている理由 ついては、妹尾好信氏より、 『栄花物語抄』四十巻に『栄花物語考難註』一巻を付し、全四十一巻で出版する計画だったのではないか、とのご示唆を賜った。確証は得られないものの、その可能性も充分に考えられよう。
 
（
9）注（
2）和田・佐藤氏著書、 「解題」八二頁。
 
（
10）赤羽淑編 『ノートルダム清心女子大学附属図書館所蔵特
殊文庫目録』 （ノートルダム清心女子大学付属図書館、
一九七五年）の推定による。
 
 付記
 
 
貴重な資料の閲覧・撮影・翻刻掲載をご許可くださったノートルダム清心女子大学附属図書館に、記して厚く御礼
申し上げる。また、原本調査及び本稿の執筆に際しては、猪川優子・久保木秀夫・塩見優・正道寺康子・鈴木亮・妹尾好信・原豊二・武藤那賀子の各氏より、さまざまにご教示・ご助力を賜った。あわせて深甚の謝意を表したい。
 
 
なお、本稿は、平成
26～
28年度国文学研究資料館共同研究（課題） 「読書―人・モノ・時空―」 （研究代表者・桜
井）の個別研究「近世における『栄花物語』読書の研究―注釈と受容を中心として―」の一部である。
 
